
 ４月２３日から始まった農作物の植付け。旱魃傾向・

砂塵を伴う風の中、例年より早く５月１２日で終了しま

した（自然農法畑の芋は１０日から１２日。大豆は１９

日）。 “カッコウ”は、１７日に鳴き始め、自然のリン

ゴの花が咲きました。“蝦夷春蝉”は２９日に初鳴き。 

 久々の瑞泉郷。栃の木や藤の花が早くから咲き、土手

に蔓延る黄色い花“センダイハギ（千代萩）（先代萩）”。  

根を張って増殖する予定外の花。地上部の華やかさ以上

に見えない所でしっかりと根を張る草花の“生きる力”。 

 山野では、偽アカシヤの花が目を引いています。 

    ３日：満月 旧 ４月１７日 

６日：芒種 

１２日： ～ びほろ「まち育出前講座」～ 

    テーマ「認知症サポーター養成講座」 

  時間： １０時 ～ １１時３０分 

  場所： しゃきっとプラザ ２階会議室 ① 

   １６日：新月 旧 ５月 １日  

   １８日：講談三昧と講演を楽しむ夕べ 

「幸せづくりは足元から －愛と汗の心」 

女流講談師（宝井琴柑）を迎えての伝統話芸 

時間：１７時３０分～１９時４０分 

場所：しゃきっとプラザ 

申し込み必要６月１１日まで 

 ２２日：夏至 

 ２３日：沖縄慰霊の日 

５月３１日（日） 家庭菜園セミナーを開催しました。 

恵みの雨の中、名寄農場から馳せ参じた杉沢講師の元に

１５名（初参加３名）の参加者が集まり、それぞれの家

庭菜園を思いながら有意義なひと時を過ごしました。 

 ６月 １日（月）美幌瑞泉郷 大豆播種 ＆ 整備 

瑞泉郷のシンボル栃の木の存在を有り難く思う天気の

中、大豆播種の実習を午後からおこないました。昨年か

ら始めた恵庭市の坂本さん家の５種類の豆。昨年はそれ

ぞれ１列（８ｍ）も播けませんでしたが、今年は２列播

いてもまだ余る品種（トウミョウ・クラカケ）がありま

した。 また、瑞泉郷から東の方向に残雪を頂いた斜里

岳が観望出来る事に初めて気が付いた環境整備でした。 
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  感謝と健康をベースにした 人・家庭・まちづくり   

栃栃栃ののの木木木かかからららののの手手手紙紙紙   
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